
第６号様式（第24条関係）

プロポーザルによる受託候補者選考結果票

以下の業務について、プロポーザルにより選定した受託候補者と契約締結したので、選考結果を公表

いたします。

1　対象業務

業 務 名 　会津若松市中心拠点地区まちなかウォーカブル基本計画策定支援業務委託

契 約 期 間 　令和６年７月１９日　～令和7年3月27日　 担当課 都市計画課

契 約 の

相 手 方 　中央復建コンサルタンツ株式会社

契 約

締結日
令和6年7月19日

契 約 価 格 　１２，５９５，０００円

２　提案等の審査結果

審 査 日 提案書審査 　令和6年6月19日 ヒアリング審査 　令和6年6月19日　

選考委員名

・姥浦　道生（国立大学法人東北大学　災害科学国際研究所　教授）

・渡部　琢也（公立大学法人会津大学短期大学部 幼児教育・福祉学科 講師） 

・三橋　明伸（会津若松商工会議所　専務理事） 

・橋本　博光（会津若松市　観光商工部　副部長） 

・佐藤　鉄也（会津若松市　建設部　副部長） 

審 査 方 法

　審査においては、選考委員５名全員が、提案者３者からの提案書を確認する

とともに、ヒアリングにより提案内容を確認した後、審査基準に基づいて各委

員が個別に採点を行った。

　選考委員５名全員が最高の評価点を付与した参加者を受託候補者として選定
した。 

選 評

最優秀者（受託候補者）：中央復建コンサルタンツ株式会社（提案者番号３）

　最優秀者とした「中央復建コンサルタンツ株式会社」については、本市の現

状と課題をよく把握した上で、中間支援団体の組成実績や支援も視野に入れた

提案であり、実現性が高く期待できる点が評価できた。

優秀者（次点）：提案者番号２

　次点とした提案書番号２については、具体的な仮説をもち、エリアビジョン

を作成する独自提案は評価できるが、実現性に疑問が残った。

その他

　提案書番号１は、データのとりまとめは評価できるが、本市の把握状況は一

般的であった。　

以上、各提案書についての評価となった。



３ 選考結果

見積額提示

提案書番号1 25 25 15 5 25 15 15 25 150 54 38 21 48 32 51 34 278 428 0/5 85.6

提案書番号2 25 0 25 15 0 25 25 25 140 57 38 17 57 34 57 32 292 432 0/5 86.4

中央復建コンサル
タンツ株式会社
（提案書番号3）

25 25 25 5 5 25 5 25 140 69 46 18 66 40 69 38 346 486 5/5 97.2

※　各参加者は受付順に記載しています。評価点は、審査項目ごとの審査委員の合計点です。
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